
　

漫
才
師
林
家
ラ
イ
ス
・
カ
レ
ー
子
さ
ん

に
よ
る
、『
人
生
互
い
に
思
い
や
り
～
い

つ
ま
で
も
夢
を
持
っ
て
生
き
よ
う
～
』と

題
し
た
講
演
も
好
評
で
し
た
。（
写
真
右
）

　
「
○
○
の〝
く
せ
に
〟の〝
く
せ
に
〟は
取

る
」「
自
分
が
豊
か
に
な
る
と
人
に
や
さ

し
く
な
れ
る
」な
ど
、笑
い
を
交
え
た
数
々

の
名
言
は
、多
く
の
方
々
の
心
に
刻
ま
れ

た
よ
う
で
す
。

　

人
権
問
題
に
つ
い
て
町
民
み
ん
な
で
理

解
を
深
め
よ
う
と
行
わ
れ
た
同
イ
ベ
ン
ト

で
は
、鳩
山
中
学
校
吹
奏
楽
部
の
演
奏
で

ス
タ
ー
ト
。軽
快
な
音
楽
で
来
場
者
の
心

も
和
み
ま
し
た
。

　

続
い
て
、町
内
の
小
・
中
学
生
４
人
に

よ
る
人
権
作
文
の
朗
読
が
行
わ
れ
ま
し

た
。子
ど
も
た
ち
の
純
真
で
ま
っ
す
ぐ
な

思
い
が
伝
わ
っ
て
く
る
発
表
に
、会
場
は

大
き
な
拍
手
で
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　
「
子
ど
も
た
ち
の
人
権
作
文
の
発
表
に

心
を
打
た
れ
た
」。12
月
５
日
、町
文
化
会

館
で
行
わ
れ
た「
人
権
問
題
を
考
え
る
町

民
の
集
い
」で
の
来
場
者
の
一
人
が
口
に

し
た
言
葉
で
す
。

　

デ
モ
ゲ
ー
ム
の
体
験
中
、競
技
し
て
い

る
生
徒
や
先
生
を
は
じ
め
、見
て
い
る
生

徒
も
選
手
も
、終
始
と
て
も
楽
し
そ
う
で

し
た
。ミ
ニ
ゲ
ー
ム
を
終
え
た
直
後
の
感

想
で
も
、皆
が「
手
だ
け
で
動
く
の
は
大
変

だ
け
ど
、と
に
か
く
楽
し
か
っ
た
」と
次
々

に
口
に
し
て
い
ま
し
た
。

　

体
験
後
の
講
演
で
は
、競
技
用
と
通
常

の
車
椅
子
と
の
違
い
や
、車
椅
子
で
の
移

動
は
段
差
や
階
段
が
大
変
と
い
っ
た
話
が

あ
り
ま
し
た
。そ
し
て
、選
手
た
ち
の
前
向

き
に
生
き
る
言
葉
の
数
々
は
、多
く
の
生

徒
た
ち
の
心
に
届
い
た
よ
う
で
し
た
。

が
い
に
対
す
る
正
し
い
理
解
と
認
識
を
深

め
、福
祉
の
心
を
育
て
ま
す
。

　

講
師
を
務
め
た
の
は
、関
東
車
椅
子
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
連
盟
所
属
チ
ー
ム「
埼

玉
ラ
イ
オ
ン
ズ
」の
齋
藤
智
之
選
手
ら
の

３
人
。全
員
、さ
ま
ざ
ま
な
理
由
で
足
に
障

が
い
が
あ
り
ま
す
。

　

講
演
会
の
前
に
、ま
ず
行
わ
れ
た
の
は

車
椅
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
デ
モ
ゲ
ー

ム
で
し
た
。競
技
の
楽
し
さ
を
体
感
し
て

も
ら
い
た
い
、選
手
た
ち
の
そ
ん
な
思
い

が
あ
り
ま
し
た
。

　
『
豊
か
な
心
を
は
ぐ
く
み
生
き
る
と
は
』

と
題
し
て
、11
月
25
日
、鳩
山
中
学
校
で
行

わ
れ
た「
ふ
れ
あ
い
講
演
会
」で
も
、す
ば

ら
し
い
言
葉
た
ち
に
た
く
さ
ん
出
会
え
ま

し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、町（
健
康
福
祉
課
）と
町

内
小
中
学
校
が
連
携
し
て
行
っ
て
い
る

「
子
ど
も
と
障
が
い
者
の
ふ
れ
あ
い
事
業
」

で
す
。学
校
の
授
業
の
中
で
、障
が
い
者
の

方
の
体
験
談
や
ふ
れ
あ
い
を
通
じ
て
、障

「
人
権
問
題
を
考
え
る
町
民
の
集
い
」に
見
る

や
さ
し
さ
と
勇
気

「
ふ
れ
あ
い
講
演
会
」に
学
ぶ

前
向
き
思
考

「やさしさをつなぐバトンパス」

「自分から声をかけていく」

「気持ちを言葉にする勇気」

「皆、同じ人間なんだ」

「障がいがあっても

 “楽しい”は同じ」

「できなかったら
 工夫する
  あきらめたら進めない」

新年を清らかな
言葉で迎える

人権作文発表での清らか言葉

ふれあい講演会後の
鳩山中学校生徒の清らか言葉

◆�やさしさをつないでいって、バ
トンパスをしていけば、その
やさしさはたくさんの人に広
がっていくと思います。やさし
さの広め方は、つまり、「やさ
しさバトンパス」です。
◆�どんな人とでも、勇気を持って
話しかければ、心が温まり、な
かよくなって、近い関係にな
れると思います。これからは、
色々な人と仲良くなれるよう
に、自分から声をかけていきた
いです。

◆�その子がちゃんと嫌だと言って
くれたので、もう言わないように
しようと反省できました。気持ち
を言葉にするって勇気のいるこ
と。勇気を持って言ってくれたこ
とにとても感謝しています。
◆�「人種差別はあってはならない、
皆同じ人間なんだ」という考え方
に変えてくれた黒人男性との出
会いは、自分を支えてくれた体験
で、一生忘れません。

◆�障がいがある方は大変でつらいと思っていま
したが、実際には楽しいことや生きがいもたく
さんあってとてもすごいと思いました。
◆�「失った物より残っている物を大切にしよう」
と聞いて、私もがんばろうと思いました。
◆�「チームに要らない人はいない」という言葉で
自信が持てました。
◆�多少の差はあるかも知れませんが、色々な人の
協力や気づかい次第で変わるんだなと思いま
した。
◆�「障がい者だから色々な人や優しさ、うれしい
ことや楽しいことに出会えた」ということを聞
き、本当にすばらしいと思いました。

鳥
畑
心こ

は
る花
さ
ん

宮
﨑
か
り
す
さ
ん

山
中
雨あ

め
か花
さ
ん

山
田
拓た

く
み弥
さ
ん

新年号では、町中で出会った素敵な言葉の数々を、「広報紙の年賀状」とし
てお届けします。新年を迎え、新たな気持ちでスタートしてみませんか。

新春
企画

車椅子バスケットボール
チーム「埼玉ライオンズ」
の選手とミニゲームを
楽しむ鳩山中学校の生徒
（写真上）。試合を楽しん
だ後は、齋藤選手らから、
前向きになれる言葉をた
くさんいただきました。
（写真右）

※�作者の了解を得て、原文を編集して掲載しています。なお、人権作文の全文は、２月に全戸配布する予定の人権作文集「あおぞ
ら（第25集）」でお読みいただけます。
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